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認
定
を
受
け
た
企
業
・
団
体
は
許
可
を
受
け
る
と
、

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
企
業
・

団
体
の
名
刺
や
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
、印
刷
物
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。
特
に
優
れ
た
活
動
を
し

て
い
る
企
業
・
団
体
は
、
市
か
ら
表
彰
し
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有

無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
受
け
た
と
思
う
と
き

は
、
障
が
い
者
支
援
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の

理
由
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
を
法
律
面
や

生
活
面
（
財
産
管
理
や
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
）
で
保
護
し
た
り

支
援
し
た
り
す
る
制
度
で
す
。
申
し
立
て
で
き
る

人
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
な
ど

で
す
。
申
し
立
て
を
行
う
親
族
な
ど
が
い
な
い
場

合
は
、
必
要
に
応
じ
て
市
が
申
し
立
て
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

所
在
地
：
大
村
町
７
２
０

－

１

　
　
　
　
　

☎
32
２
３
３
３　

・
氷
川
学
園
相
談
支
援
事
業
所
　
風
舎

　

所
在
地
：
氷
川
町
宮
原
１
１
６
７

－

２

　
　
　
　
　

☎
62
４
０
８
１

　
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
業
や
就
業
に
伴
う
日
常
生
活
上
の
支
援
を
必

要
と
す
る
障
が
い
者
を
対
象
に
、
窓
口
で
の
相
談
、

職
場
や
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ
る
指
導
や
相
談
を
行

い
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
、
原
則
予
約
制
で
す
。

・
熊
本
県
南
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

結(

ゆ
い)

　

☎
35
３
３
１
３

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
の
し
づ
ら
さ
や
子
ど
も
の
困
り
感
な
ど

の
心
配
を
持
つ
親
な
ど
に
対
し
、
心
配
事
を
一
緒

に
考
え
、
子
ど
も
自
身
と
関
わ
る
人
た
ち
も
よ
り

良
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
、
原
則
予
約
制
で
す
。

・
八
代
圏
域
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　

所
在
地
：
西
松
江
城
町
２

－

17

　
　
　
　
　

☎
35
４
７
６
６

１２月３日から１２月９日は障害者週間１２月３日から１２月９日は障害者週間
「ともに支えあい　自分らしく暮らせる「ともに支えあい　自分らしく暮らせる
  心のかようまち　やつしろ」  心のかようまち　やつしろ」を目指してを目指して
　暮らしの中で障がい者に対して配慮し、必要な手助けを実践してもらうため「八代市障
がい者サポーター制度」を実施しています。この制度を含めた障がいのある人に対する公
的支援について特に身近なものを紹介します。詳細については問い合わせください。

問合せ　障がい者支援課　☎ 35-0294

各
種
相
談
先

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
虐
待
と
い
う
権
利
侵
害
か

ら
守
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
虐
待
の
通
報
や
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
虐
待
は
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

必
要
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
虐
待
を
発
見

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
通
報
く
だ
さ
い
。

（
虐
待
の
例
）

　

暴
力
、
体
罰
、
性
的
嫌
が
ら
せ
、
脅
し
、
身
の

回
り
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
財
産
や
年
金
の

使
い
込
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

・
八
代
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
（
障
が
い
者
支
援
課
内
）
☎
35
０
２
９
４

　
相
談
支
援
事
業
所

　

障
が
い
者
（
児
）
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
、

市
が
委
託
し
た
相
談
支
援
事
業
所
の
専
門
職
員

が
、
日
常
生
活
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
児

通
所
支
援
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡
調
整
な
ど
も
行
い
ま

す
。

※
利
用
料
は
無
料
で
す
。

委
託
事
業
所
名

・
か
ん
ね
さ
こ
荘
相
談
支
援
事
業
所

　
（
主
に
身
体
障
が
い
）

　

所
在
地
：
松
江
本
町
５

－

15

　
　
　
　
　

☎
45
９
０
１
２　

・
地
域
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
す
ま
い
る

　
（
主
に
精
神
・
知
的
障
が
い
）

●
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

障
が
い
の
特
性
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、

必
要
な
手
助
け
を
実
践
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

●
登
録
・
認
定
方
法
な
ど
（
個
人
）

　

市
主
催
の
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
に
参
加
し
、
ま
た

は
出
前
講
座
を
受
講
し
、
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の

登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
登
録
す
る
と
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
入
り
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
渡
し
ま
す
の
で
、

目
に
つ
き
や
す
い
所
に
身
に
つ
け
、
障
が
い
者
が
声

を
か
け
や
す
い
よ
う
に
協
力
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
と
は

　

障
が
い
者
の
支
援
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
普
及
な
ど
に
協
力
し

て
い
る
企
業
や
団
体
で
す
。

●
登
録
方
法
（
企
業
・
団
体
）

　

市
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
が
、
出
前
講
座
を
受
講

す
る
か
、
次
の
事
項
の
う
ち
２
項
目
以
上
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

１
．「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に

規
定
す
る
法
定
雇
用
障
害
者
数
以
上
の
障
が
い

者
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
。（
法
定
雇
用
率
の
対

象
と
な
ら
な
い
事
業
所
は
１
人
以
上
を
雇
用
）

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
相
談
支
援
事
業
所

　
相
談
支
援
事
業
所

　
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

２
．
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
職
場
配
置
ま
た
は
業
務
の
分

担
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
職
場
相
談
員

の
配
置
な
ど
の
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

３
．
事
業
所
ま
た
は
店
舗
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
。

４
．
障
が
い
な
ど
に
つ
い
て
従
業
員
を
対
象
に
研
修

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

５
．
障
が
い
者
へ
の
配
慮
を
含
ん
だ
接
客
な
ど
に
つ

い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
か
つ
、
実
践
し
て
い

る
こ
と
。

６
．
障
が
い
者
施
設
の
商
品
の
購
入
、
販
売
場
所
の

提
供
な
ど
、
障
が
い
者
施
設
の
販
路
拡
大
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。

７
．
障
が
い
者
や
そ
の
保
護
者
な
ど
の
支
援
団
体
で

あ
っ
て
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
市
民
の
理
解
を
促
進
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

８
．
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
障
が
い
福
祉

に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
の
認
定
に
は
、
前

記
の
ほ
か
、
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、
障
が
い
者
支
援
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
に
な
る
と

　
「
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
」
と
し
て
認
定

さ
れ
た
企
業・団
体
に
は
、
市
か
ら
認
定
証
を
交
付
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
認
定
企
業
・
団
体
と
し
て
紹
介

し
ま
す
。

障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
を
募
集
中

　
あ
な
た
の
優
し
さ
を
、
で
き
る
範
囲
で
行
動
に
う
つ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
申
請
書

を
送
付
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ　
国
保
ね
ん
き
ん
課　
☎
33
４
４
９
０

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

令
和
元
年
７
月
31
日
時
点
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
で
、
支
給
の
見
込
み
が

あ
る
対
象
者
に
対
し
て
令
和
２
年
１
月
中
旬
以

降
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

計
算
期
間　

平
成
30
年
８
月
１
日
〜
令
和
元
年
７

月
31
日
の
１
年
間

申
請
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
、
印
鑑
、
支
給
対
象
者
名
義
の
通
帳
、
自
己

負
担
額
証
明
書
（
必
要
に
応
じ
て
）

申
請
書
提
出
先　

国
保
ね
ん
き
ん
課
ま
た
は
各
支

所
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

請
求
の
時
効　

計
算
期
間
の
末
日
（
７
月
31
日
）

の
翌
日
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
と
支
給
要
件
、
自
己
負
担
限
度
額

　
（
基
準
日
：
令
和
元
年
７
月
31
日
）

支
給
対
象
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
本
人

支
給
要
件
　
計
算
期
間
内
に
世
帯
内
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
全
員
が
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額

か
ら
、
自
己
負
担
限
度
額
を
差
し
引
い
た
額
が

５
０
０
円
を
超
え
た
場
合

※
計
算
期
間
内
に
保
険
が
変
わ
っ
た
り
、
市
町
村
を

越
え
る
住
所
変
更
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
自
己
負
担

額
が
わ
か
ら
な
い
た
め
支
給
の
見
込
み
が
あ
っ
て

も
申
請
書
の
送
付
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
が
届
い
て
い
な
く
て
も
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
場
合
は
申
請
く
だ
さ
い
。

　

以
前
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
者
ま
た
は
介
護

保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
自
己
負
担
額
証
明
」
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
窓
口
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　　　　自己負担限度額　　　平成30年8月～令和元年7月まで
負担割合 所得区分 自己負担限度額

3割
（※ 1）

現
役
並
み
所
得
者

現役Ⅲ
住民税課税所得が 690 万円以上 212 万円

現役Ⅱ
住民税課税所得が 380 万円以上 141 万円

現役Ⅰ
住民税課税所得が 145 万円以上 67万円

1割
一　般（※ 2） 56万円
区分Ⅱ（※ 3） 31万円
区分Ⅰ（※ 4） 19万円

※ 1　同一世帯の後期高齢者医療被保険者に住民税の課税所得が 145 万円以上の人
がいる場合

※ 2　現役並み所得者、区分Ⅱ、区分Ⅰ以外の人
※ 3　被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の人（区分Ⅰ以外の人）
※ 4　被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が０円と

なる人（年金の所得は控除額を 80万円として計算）


